
担

当

課

（

室

）

 

目
　

　

　

次

 

発

行
　

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目
　

　

　

次

 
 

【

告
　

　

　

示

】

 
 

◯
　

鳥

獣

保

護

区

の

存

続

期

間

の

更

新

自

然

環

境

課

 
 

◯
　

特

定

猟

具

使

用

禁

止

区

域

の

指

定

〃

 
 

◯
　

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

 
 

◯
　

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

 
 

◯
　

道

路

の

供

用

開

始

〃

 
 

【

公
　

　

　

告

】

 
 

◯
　

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

 

◯
　

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

 
 

の

完

了

 
 

◯
　

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

会

計

課
 

 

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

 
 

◯
　

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

 
 

◯
　

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

 
 

◯
　

政

治

団

体

の

解

散

〃

 
 

◯
　

資

金

管

理

団

体

の

名

称

等

の

公

表

〃 

◯
　

資

金

管

理

団

体

の

届

出

事

項

の

異

動

〃

岡

山
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
号 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
□

第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
□
平
成
二
十
八
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
七
号
□
鳥

獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新
□
及
び
同
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
八
号
□
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
の

表
示
の
変
更
及
び
存
続
期
間
の
更
新
□
で
告
示
し
た
次
の
鳥
獣
保
護
区
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
存
続
期

間
を
更
新
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

名
称 

 

 
 

前
島
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

瀬
戸
内
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及

び
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

飯
ノ
山
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

真
庭
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並

び
に
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
真
庭
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

新
成
羽
川
ダ
ム
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

高
梁
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並

び
に
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
高
梁
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

鯉
□
窪
鳥
獣
保
護
区 
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二 

区
域 

 
 

新
見
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並

び
に
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
新
見
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 
 

鉄
山
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

真
庭
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並

び
に
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
真
庭
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 
 

霰
山
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

苫
田
郡
鏡
野
町
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及

び
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

梶
並
右
手
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

美
作
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針 

 
 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

 

□
□
別
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
書
類
を
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並

び
に
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
勝
英
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
一
号 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
□
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
□

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

名
称 

 

 
 

吉
備
中
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

岡
山
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

五
七
七
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

備
中
稲
荷
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

岡
山
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

一
二
〇
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

旭
川
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

岡
山
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

二
二
六
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 
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岡
南
飛
行
場
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

岡
山
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 
面
積 

 
 

七
三
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

藤
戸
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

倉
敷
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

八
〇
四
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

深
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

高
梁
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

二
七
五
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並
び
に
岡
山
県
備
中
県
民
局
農
林
水
産

事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
高
梁
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

旭
川
中
流
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

真
庭
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

九
五
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 
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令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
並
び
に
岡
山
県
美
作
県
民
局
農
林
水
産

事
業
部
森
林
企
画
課
及
び
同
部
真
庭
地
域
森
林
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

 

一 

名
称 

 

 
 

西
隆
寺
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
□
銃
□ 

二 

区
域 

 
 

岡
山
市
の
一
部
□
別
図
に
示
す
区
域
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
□ 

三 

面
積 

 
 

一
三
九
ヘ
ク
タ
□
ル 

四 

存
続
期
間 

 
 
 

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

五 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

□
□
別
図
□
は
省
略
し
□
岡
山
県
環
境
文
化
部
自
然
環
境
課
及
び
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水
産
事

業
部
森
林
企
画
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

  

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号 

 

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
□
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
□
以
下
□
条
例
□
と
い
う
□
□
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

知
事
指
定
薬
物
の
名
称 

１ 

Ｎ―

エ
チ
ル―
二―

□
五―

メ
ト
キ
シ―

一
Ｈ―

イ
ン
ド
□
ル―

三―

イ
ル
□―

Ｎ―

メ
チ
ル

エ
タ
ン―

一―

ア
ミ
ン
□
通
称
名
五―

Ｍ
ｅ
ｏ―

Ｍ
Ｅ
Ｔ
□
及
び
そ
の
塩
類 

２ 

Ｎ―

エ
チ
ル―

二―
□
五―

ニ
ト
ロ―

二―
 

□
□
四―

プ
ロ
ポ
キ
シ
フ
□
ニ
ル
□
メ
チ
ル
□

―

一
Ｈ―

ベ
ン
ゾ
□
ｄ
□
イ
ミ
ダ
ゾ
□
ル―

一―

イ
ル
□
エ
タ
ン―

一―

ア
ミ
ン
□
通
称
名
Ｎ―

Ｄ
ｅ
ｓ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ―

ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｚ
ｅ
ｎ
ｅ
□
及
び
そ
の
塩
類 

３ 

□
一
α
Ｈ
□
五
α
Ｈ
□―

ト
ロ
パ
ン―

三
α―

イ
ル 

二―

フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ゾ
エ
□
ト
□
通

称
名
二―

Ｆ―

ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ａ
ｃ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
□
及
び
そ
の
塩
類 

二 

指
定
の
理
由 

 

条
例
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
□
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
□
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号 

 
 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
□ 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
□
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
□ 

 
 
 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

久
世
中
和
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

行
方
勝
田
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

瀬
戸
宗
掛
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

  

真
庭
市
蒜
山
下
和
字
植
杉
二
二
七
八
番
二
地
内 

真
庭
市
蒜
山
下
和
字
植
杉
二
二
七
八
番
二
地
内 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

六
・
〇
□ 

二
〇
・
八 

一
〇
・
五
□ 

二
二
・
六 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

六
四
二
・
三 

六
四
二
・
三 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 

  

勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
荒
関
五
五
番
二
地
先
か

ら 勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
荒
関
七
五
番
一
地
先
ま

で 勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
荒
関
五
五
番
二
地
先
か

ら 勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
荒
関
七
五
番
一
地
先
ま

で 

 

区 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

域 

旧 新 

新
旧

別 

七
・
七
□ 

一
〇
・
八 

七
・
七
□ 

一
〇
・
八 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

二
〇
三
・
〇 

二
〇
三
・
〇 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

石
生
奈
義
線 

三 

道
路
の
区
域 

  

  

美
作
市
宗
掛
字
山
田
五
四
六
番
一
地
内 

 

美
作
市
宗
掛
字
山
田
五
四
六
番
一
地
内 

 
 

 

 
区 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

域 

旧 新 

新
旧

別 

一
〇
・
五
□ 

一
五
・
八 

一
九
・
五
□ 

四
八
・
二 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

四
五
・
〇 

四
五
・
〇 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 

  

勝
田
郡
勝
央
町
河
原
字
川
窪
七
六
五
番
一
地
先

か
ら 

 
 

 
 

勝
田
郡
勝
央
町
河
原
字
三
石
田
前
七
三
二
番
二

地
先
ま
で 

勝
田
郡
勝
央
町
河
原
字
川
窪
七
六
五
番
一
地
先

か
ら 

 
 

 
 

勝
田
郡
勝
央
町
河
原
字
三
石
田
前
七
三
二
番
二

地
先
ま
で 区 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 

新
旧

別 

八
・
一
□ 

一
一
・
九 

一
〇
・
六
□ 

一
八
・
七 

幅 
 

 

員 

□
メ
□
ト
ル
□ 

四
三
五
・
〇 

四
三
五
・
〇 

延 
 

 

長 

□
メ
□
ト
ル
□ 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号 

 
 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
□ 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
□
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
□ 

 
 
 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

    

県
道 

県
道 

県
道 

道

路

の

種

類 

石
生
奈
義
線 

 

瀬
戸
宗
掛
線 

行
方
勝
田
線 

 

路

線

名 

勝
田
郡
勝
央
町
河
原
字
川
窪
七
六
五
番
一
地
先
か
ら 

 
 

 

勝
田
郡
勝
央
町
河
原
字
三
石
田
前
七
三
二
番
二
地
先

ま
で 

美
作
市
宗
掛
字
山
田
五
四
六
番
一
地
内 

勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
荒
関
五
五
番
二
地
先
か
ら 

勝
田
郡
奈
義
町
西
原
字
荒
関
七
五
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
八
年
十

月
三
十
日 

供
用
開
始

年

月

日 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



□
五
一
四
□
建
築
基
準
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
□
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
□
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
□ 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
□
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
□
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
中
局

建
第
八
七
号 

令
和
八
年
十
月
十
九

日 番

号 

指

定

年

月

日 
浅
口
市
金
光
町
占
見
一
三
三
五
番
二
□

一
三
三
五
番
四 

道

路

の

位

置 

五
・
八
七 

 

道
路
の
幅
員 

(

メ
□
ト
ル) 

八
七
・
〇
一  

 
 

 
 

  

道
路
の
延
長 

(

メ
□
ト
ル) 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



□
五
一
五
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
小
山
辺
二
六
六
八
番
一
□
二
六
六
八
番
二
□
二
六
六
九
番
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
□
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

倉
敷
市
加
須
山
一
六
二
番
地
一 

株
式
会
社
キ
□
リ
オ
ン 

代
表
取
締
役 

應
本 
一
樹 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
二
八
号 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



□
五
一
六
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
以
下
□
政
令
□
と
い
う
□
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の

と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
三
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

特
定
役
務
の
名
称 

 
 

基
幹
シ
ス
テ
ム
共
通
基
盤
更
新
に
伴
う
統
合
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
移
行
業
務 

二 

契
約
期
間 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
令
和
九
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
出
納
局
会
計
課 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

四 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
一
日 

五 

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
□
タ
中
国 

岡
山
支
店 

 
 

岡
山
市
北
区
表
町
一
丁
目
五
番
一
号 

六 

契
約
金
額 

 
 

九
六
□
五
八
〇
□
〇
〇
〇
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
八
□
七
八
〇
□
〇
〇
〇
円
□ 

七 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
□
契
約
方
法
□ 

 
 

随
意
契
約 

八 

随
意
契
約
の
理
由 

 
 

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め 

 

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



 

◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号

 
　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

 
　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　
　

長　
　
　

大　
　
　

林　
　
　

裕　
　
　

一

 

　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

 

　
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

　

政
治
団
体
の
名
称

　

代
表
者
の
氏
名

　

会
計
責
任
者
の
氏
名 

　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

届
出
年
月
日

里
山
の
未
来
を
考
え
る
会

山　

崎　

大　

地

山　

崎　
　
　

誠

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
北
二
七
八
二

三
二
五

令
和
八　

・　

九
・　

七

 
 

 
 

―

大
平
か
よ
後
援
会

国　

末　

吉　

夫

池　

橋　

陽　

子

岡
山
市
中
区
新
京
橋
一

三

一
八

〃　
　
　
　
　

九
・　

八

 
 

 
 

―

―

林
じ
ゅ
ん
後
援
会

氏　

平　

三
穂
子

長
谷
川　

陽　

子

岡
山
市
中
区
今
在
家
一
六
四

一

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

 
 

 
 

―

県
政
せ
ん
た
く
の
会

林　
　
　

耕　

三

井　

上　

紘　

貴

岡
山
市
北
区
奉
還
町
二

五

六

五
〇
一

〃　
　
　
　
　

九
・
一
一

 
 

 
 

―

―

―

太
田
ゆ
う
じ
後
援
会

太　

田　

祐　

二

槇　

田　

圭　

佑

岡
山
市
北
区
矢
坂
東
町
一
一

一

〃　
　
　
　
　

九
・
一
五

 
 

 
 

―

竹
内
み
の
る
後
援
会

竹　

内　
　
　

稔

竹　

内　

比
登
美

津
山
市
楢
四
二
八

二

〃　
　
　
　
　

九
・
一
七

 
 

 
 

―

 
 

 
 

青
江
た
か
ひ
こ
後
援
会

青　

江　
　
　

巧

斎　

藤　

数　

馬

小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
一
五
六
八

〃　
　
　
　
　

九
・
二
四

ひ
が
し
は
ら
み
ず
き
後
援
会

東　

原　

瑞　

希

東　

原　

由　

眞

岡
山
市
東
区
城
東
台
東
二

一
〇

一
二

〃　
　
　
　
　

九
・
二
八

―

―

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



 

◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
二
号

 
　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

 
　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　
　

長　
　
　

大　
　
　

林　
　
　

裕　
　
　

一

 

一　

政
党
の
支
部

 
 

 
 

 
 

 

　

政
治
団
体
の
名
称

　

代
表
者
の
氏
名

　

異
動
事
項

　
　
　

新

　
　
　

旧

　

異
動
年
月
日

 
 

 

自
由
民
主
党
岡
山
県
自
動
車

梶　

谷　

俊　

介

代
表
者
の
氏
名

梶　

谷　

俊　

介

村　

上　
　
　

均

令
和
八　

・　

八
・
二
一

整
備
支
部

 

二　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

 
 

 
 

 
 

 

　

政
治
団
体
の
名
称

　

代
表
者
の
氏
名

　

異
動
事
項

　
　
　

新

　
　
　

旧

　

異
動
年
月
日

 
 

 
 

 
 

青
木
秀
樹
後
援
会

萩　

原　

佐　

蔵

代
表
者
の
氏
名

萩　

原　

佐　

蔵

白　

畠　

正　

宏

令
和
八　

・　

八
・
三
一

 
 

 
 

 

岡
山
県
中
小
企
業
政
治
協
議

藤　

木　

達　

夫

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
三
野
三

六

五

七

岡
山
市
北
区
大
窪
一
二
三

八

〃　
　
　
　
　

六
・
一
〇

―

―

―

―

 
 

 
 

 
 

会 
 

 
 

 

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

國　

富　

耕　

治

脇　

本　
　
　

靖

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

 
 

 
 

 

岡
山
県
自
動
車
整
備
政
治
連

梶　

谷　

俊　

介

代
表
者
の
氏
名

梶　

谷　

俊　

介

村　

上　
　
　

均

〃　
　
　
　
　

八
・
二
一

 
 

 
 

 
 

盟

 
 

 
 

 

た
け
だ
勝
彦
後
援
会

香　

川　

浩　

樹

政
治
団
体
の
名
称

た
け
だ
勝
彦
後
援
会

武
田
勝
彦
後
援
会

〃　
　
　
　
　

八
・　

一

〃

〃

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
青
江
一

七

三
三

三
〇
三

岡
山
市
北
区
表
町
一

三

九　

二
階

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

 
 

 
 

 

―

―

―

―

―

 
 

 
 

 

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

香　

川　

浩　

樹

香　

川　

千　

鶴

〃　
　
　
　

〃　
　
　
　

 
 

 
 

本
山
こ
う
じ
後
援
会

宇
佐
美　

勝　

正

代
表
者
の
氏
名

宇
佐
美　

勝　

正

有　

元　
　
　

充

〃　
　
　
　
　

九
・　

一

和
田
あ
い
こ
後
援
会

和　

田　

亜
衣
子

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
藤
戸
町
天
城
一
九

倉
敷
市
茶
屋
町
七
七
八

七

〃　
　
　
　
　

七
・　

一

―

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



 

◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
三
号

 
　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

 
　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　
　

長　
　
　

大　
　
　

林　
　
　

裕　
　
　

一　
　

 

　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

 
 

 

　

政
治
団
体
の
名
称

　

代
表
者
の
氏
名

　

解
散
年
月
日

 
 

 

高
成
壯
磨
後
援
会

高　

成　

壯　

磨

令
和
八　

・　

八
・
三
一

山
田
ま
さ
ゆ
き
後
援
会

山　

﨑　

一　

雄

令
和
六　

・
一
〇
・　

一

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



 

◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
四
号

 
　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

 
　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会

 

委　
　

員　
　

長　
　
　

大　
　
　

林　
　
　

裕　
　
　

一　
　
　

 
 

 
 

 
 

　

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た

　

公
職
の
種
類

　

資
金
管
理
団
体
の
名
称

　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

 
 

 
 

 
 

　

者
（
代
表
者
）
の
氏
名

太　

田　

祐　

二

岡
山
市
議
会
議
員

太
田
ゆ
う
じ
後
援
会

岡
山
市
北
区
矢
坂
東
町
一
一

一

令
和
八　

・　

九
・
一
五

―

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号



 

◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
五
号

 
　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

 
　
　

令
和
八
年
十
月
三
十
日

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　
　

長　
　
　

大　
　
　

林　
　
　

裕　
　
　

一

 
 

 
 

 
 

 

　

資
金
管
理
団
体
の
届 

　

資
金
管
理
団
体
の
名
称

　

異
動
事
項

　
　
　

新

　
　
　

旧

　

異
動
年
月
日

 
 
 

 
 

 
 

 

　

出
を
し
た
者
の
氏
名 

和　

田　

亜
衣
子

和
田
あ
い
こ
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
藤
戸
町
天
城
一
九

倉
敷
市
茶
屋
町
七
七
八

七

令
和
八　

・　

七
・　

一

 

―

令和８年１０月３０日　岡山県公報　第１２８４９号


